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今月の表紙
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ୈ2�ճू·ϦϯϐοΫ͕８月�0೔ɺ͔
͠ΘެԂ໺ٿ৔Ͱ։͔ΕɺϜΧσڝ૪΍
आΓਓڝ૪ͳͲ12ٕڝͰொຽύϫʔ͕
஄͚·ͨ͠ɻࣗ ࣏ձ΍৬৔ͳͲ�6�ਓ͕
Ճ͠·ͨ͠ɻେձΛ০ͬͨͷ͸ɺࠞࢀ ߹年
୅ผϦϨʔͰ͢ɻ৻ॏʹότϯΛͭͳ͍
ͰτϥοΫΛ͚ۦൈ͚Δબखͨͪʹɺ٬
੮͔Β೤͍੠ԉ͕ඈͼަ͍·ͨ͠ɻ

�月ú÷೔ࡏݱɹʢɹʣ಺͸લ月ൺ

人　口　4,242人（－２）
உ�2
166ਓɹঁ�2
0�6ਓ

世帯数　2,195世帯（＋5）

ひとのうごき

�月̍೔ʙ�月ú÷೔ಧग़෼
˞�૭ޱͳͲͰɺ޿ใࢴ΁ͷࡌܝʹ͍ͭͯ֬ೝͰ͖ͨํΛࡌܝ
͍ͯ͠·͢ɻ

広報あつまはインターネットでも！

ΤϦΞͰ୳͢ˠ୾ৼˠްਅொ

͓஌Βͤ΍࠷৽৘ใΛൃ৴͍ͯ͠·͢ʂ

厚真町公式ＳＮＳ

厚真町ホームページ
τοϓϖʔδԼ෦ͷόφʔ͔Β

厚
真
町
は
約
７
割
が
森
林
で
、
開

拓
期
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
人
々
の

暮
ら
し
を
支
え
て
き
ま
し
た
が
、
産

業
の
発
展
や
生
活
様
式
の
変
化
、
さ

ら
に
平
成
ú÷
年
の
胆
振
東
部
地
震
で

の
被
害
も
あ
り
、
近
年
は
、
人
と
森

の
距
離
が
遠
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

森
を
「
再
び
行
き
た
い
・
居
た
い

場
所
」
に
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

の
厚
真
町
で
の
暮
ら
し
を
よ
り
豊
か

で
楽
し
い
も
の
に
し
て
く
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
町
は
、
改
め
て
森

と
人
と
の
豊
か
な
関
係
性
の
創
出
を

目
指
し
、
環
境
保
全
林
の
活
用
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

厚
真
の
森
を

も
っ
と
身
近
で

楽
し
い
場
所
へ

環
境
保
全
林
に

拠
点
施
設
を
整
備
し
ま
す

厚
真
町
に
は
２
カ
所
の
「
環

境
保
全
林
」
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
う
ち
豊
沢
地
区（
新
町
・
豊

沢
・
宇
隆
）の
環
境
保
全
林
約

２
８
０
įĨ
は
一
塊
で
立
地
し
、

市
街
地
か
ら
も
近
く
平
坦
な
地

形
か
ら
人
が
利
用
し
や
す
い
の

が
特
徴
で
す
。

こ
れ
ま
で
町
で
は
、
散
策
路

の
整
備
や
植
物
観
察
会
と
い
っ

た
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
し
て
森
を

楽
し
む
機
会
を
提
供
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
長
年
に
わ
た

り
自
然
の
ま
ま
生
育
を
続
け
た

森
の
た
め
、
樹
木
の
密
度
が
高

く
暗
い
場
所
が
多
い
こ
と
も
あ

り
、「
イ
ベ
ン
ト
以
外
で
は
入

り
に
く
い
」
と
い
う
意
見
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
ゆ
っ
く
り
と
間
伐
を
進
め

る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
イ
ベ

ン
ト
等
を
創
出
す
る
こ
と
に
加

え
、
森
林
内
に
拠
点
施
設
を
建

設
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
が
安
心
し
て
森
を
訪
ね
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

拠
点
施
設
は
、
豊
沢
地
区
の

環
境
保
全
林
の
ほ
ぼ
中
心
で
、

役
場
か
ら
車
で
約
５
分
程
の
位

置
に
建
設
し
ま
す
。
住
民
生
活

へ
の
影
響
が
少
な
く
、
豊
か
な

森
林
を
た
っ
ぷ
り
感
じ
ら
れ
る

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

木
造
平
屋
建
て
の
施
設
は
、

子
育
て
世
代
か
ら
年
配
の
方
ま

で
、
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
設
計
さ
れ
、
森
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
研
修
会
、
子
ど
も

向
け
の
自
然
体
験
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
な
ど
、
多
様
な
用
途
で
の

活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

拠
点
施
設
は
令
和
８
年
度
中

に
完
成
、
令
和
９
年
度
に
供
用

を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

役場

拠点施設
豊沢地区の
環境保全林

環境保全林位置図

拠点施設のイメージ

͠࠵੒લʹ͸಺ཡձΛ։׬ઃͷࢪ఺ڌ
Λ͝Ҋ಺͢Δ༧ఆͰ͢ɻگઃঢ়ݐ
·ͨɺӉོల๬୆΁ͷࡦࢄձ΍
ϗʔετϨοΩϯάͳͲͷاը΋
༧ఆ͞Ε͍ͯ·͢ɻ
೔ఔ͸ਵ͓࣌஌Βͤ͠·͢ͷͰ
ͥͻ͝ࢀՃ͍ͩ͘͞ɻ

৿ʹೃછΉ໦଄ฏ԰ͯݐͷࢪઃ͸ɺ޿ΊͷϦϏϯάΛ
த৺ʹΩονϯ΍ଟػೳτΠϨɺतೕࣨɺ͞Βʹ౔଍
Ͱར༻Ͱ͖Δ౔ؒΛ഑ஔɻ
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皆さまから託され
た「ふるさとあつ
ま」と、救われた

命の尊さを胸に、私たちは、やす
きに流されることなく、誠実に歩
み続けます。「ともに育ち、とも
に挑む」という姿勢のもと、町民
の皆さまと心を一つにし、誰一人
として取り残さない、100年先も
安心して暮らし続けられる、誇り
ある厚真町を築いていくことをこ
こに固くお誓い申しあげます。

皆さまのこれまで
のご努力に深く敬
意を表しますと共

に、道といたしましては引き続き
厚真町における復興に向けた取り
組みをしっかりとお支えし、その
震災の記憶を風化させず未来への
教訓としながら町と連携し、森林
の再生や被災された方の心のケア
などの長い時間を要する取り組み
への必要な支援に努めてまいりま
す。

この災害で失われ
た尊い命を決して
忘れることなく、

犠牲になられた方々のご意志に報
いるためにも、この災害での記憶
と教訓を次の世代へとしっかりつ
なぎ育て、まちの魅力を高め、豊
かさを作り、町民の皆さまの命、
暮らしを守る努力を着実に進めて
いかなければなりません。それこ
そが、私たちに託された責任であ
ると考えております。

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
か
ら
８
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
９
月
５
日
に
厚
真
町
追
悼
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
白
菊
や
白
百
合

な
ど
で
飾
ら
れ
た
祭
壇
を
前
に
、
参
列

者
１
４
０
人
は
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
37

人
を
し
の
ん
で
黙
と
う
を
さ
さ
げ
て
献

花
し
、「
将
来
像
を
共
有
し
、
一
丸
と

な
っ
て
歩
み
を
進
め
る
」
こ
と
を
誓
い

ま
し
た
。

追
悼
式
に
は
、
ご
遺
族
や
北
海
道
知

事
、
国
会
議
員
、
道
議
会
議
員
、
関
係

機
関
な
ど
来
賓
が
参
列
。
祭
壇
に
黙
と

う
し
ま
し
た
。
宮
坂
町
長
の
式
辞
に
続

き
、
鈴
木
知
事
や
国
会
議
員
２
人
、
道

議
会
議
員
、
渡
部
町
議
会
議
長
が
追
悼

の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
ご

遺
族
か
ら
順
番
に
祭
壇
へ
献
花
を
手
向

け
、
犠
牲
者
を
悼
み
ま
し
た
。

ま
た
、
地
震
の
発
生
日
と
な
っ
た
９

月
６
日
の
正
午
に
は
、
つ
た
え
り
公
園

の
慰
霊
碑
前
で
黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ

ま
し
た
。
一
般
参
列
者
１
人
を
含
め
、

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
、
町
議
会
議

長
と
町
管
理
職
員
23
人
が
、
正
午
の
サ

イ
レ
ン
を
合
図
に
そ
っ
と
目
を
閉
じ
て

犠
牲
者
に
思
い
を
寄
せ
、
献
花
台
に
花

を
手
向
け
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
、

町
議
会
議
長
の
４
人
は
、
吉
野
地
区
の

献
花
台
を
訪
問
。
宮
坂
町
長
は
「
全
国

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
支
援
に
改
め
て
感

謝
い
た
し
ま
す
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
々
、
ご
遺
族
の
方
々
に
改
め
て

お
悔
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

未
来
が
見
通
せ
な
い
状
況
の
中
で
、
こ

れ
ま
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
た

い
」
と
取
材
陣
に
語
り
ま
し
た
。

町からのお知らせ

対　象
ްਅொ಺ʹॅډ·ͨ͸ۈ຿͢Δ1ࡀ�Ҏ্ͷঁੑ

回答方法
ઐ༻ϑΥʔϜʢ(PPHMF�ϑΥʔϜʣ
˞ॴཁ࣌ؒ͸̑෼ఔ౓Ͱ͢

回答期限
11月�0೔ʢ月ʣ

個人情報について
͜ͷճ౴Ͱ͸ݸਓ৘ใΛऩू͠·ͤΜɻऩूͨ͠৘ใ͸ɺ
ɻ͢·͠༺࢖ʹ౼ݕͷۀࣄͷ·ͪͮ͘Γʹ͔͔ΘΔޙࠓ

·ͪͮ͘Γਪਐ՝�੓ࡦਪਐάϧʔϓ
ὸ 2�Ȃ�1��

厚真町で暮らす・働く女性の
「これから」に関するアンケート」

町は、女性一人ひとりが自分らしく挑戦でき、生き生き暮らせる環境づくりを進めています。

内　容
ʮࣗ෼Β͘͠ಇ͖ɹ೔ʑΛָ͠ΉͨΊͷ஥ؒͮ͘Γʯ
ΛςʔϚʹͨ͠શ̏ճͷ࠲ߨͰ͢ɻ
ҰਓͰ೰ΉͷͰ͸ͳ͘ɺಉͪ࣋͡ؾΛ࣋ͭ஥ؒͱ͓
͠Ό΂Γ͠ͳ͕Βࣗ෼ͷͪ࣋ؾ΍ಘҙͳ͜ͱΛ੔ཧ
͠ɺແཧͷͳ͍ʮ࣍ͷҰาʯΛ͚ͭݟΔԹ͔͍ϫʔ
ΫγϣοϓͰ͢ɻ۰ڥΛ෼͔ͪ߹͍ͳ͕Βɺࣗ෼ͷ
ϖʔεͰ฻Β͠ͱಇ͘͜ͱΛཱ྆ͤ͞ΔίπΛҰॹ
ɻ͢·͑ߟʹ

こんな方にお勧めです
ɾ�฻Β͠΍ࢠҭͯΛେ੾ʹ͠ͳ͕Βɺࣗ෼Β͘͠Կ
͔Λ࢝ΊͯΈ͍ͨɻ
ɾ�΍Γ͍ͨͪ࣋ؾ͸͋Δ͚ΕͲɺԿ͔ΒखΛ͚ͭΕ
͹͍͍͔෼͔Βͳ͍ʜɻ
ɾ฻Β͠΍ࢠҭͯͱಇ͘͜ͱΛཱ͍྆ͨ͠ɻ
ɾ�஍Ҭ͓͜͠ୂྗڠ΍సۈ଒ͷ഑ऀۮɾҠॅऀͷํ
ͳͲɻஉੑ΋ॊೈʹड͚෇͚·͢ɻ

申し込み
ொϗʔϜϖʔδ͔Β
͓ਃ͠ࠐΈ͍ͩ͘͞

自分らしく働くための連続講座
·ͪͮ͘Γਪਐ՝�੓ࡦਪਐάϧʔϓ

ὸ 2�Ȃ�1��

モヤモヤを解消して、暮らしに寄り添う“次の一歩”を見つけませんか？

օ͞Μͷ཰௚ͳҙݟͳͲΛ೺Ѳ͠ɺޙࠓ
ͷ͔ͨ͢׆ʹࡦࢪΊɺ฻Β͠΍ࣄ࢓ɺ͜
Ε͔Βͷಇ͖ํʹ͍ͭͯϦΞϧͳ੠΍ߟ
͑Λ͓ฉ͔͍ͤͩ͘͞ɻ

Ξϯέʔτઐ༻ϑΥʔϜ
εϚʔτϑΥϯͳͲ͔Β

ΞΫηεͯ͠ճ౴͍ͯͩ͘͠͞ɻ

第１回　10月21日（水）13時～15時：総合福祉センター
ςʔϚ “好き・得意”をカタチに！自分の「やりたい」を棚卸し
ࣗ෼ͷݧܦ΍͖޷ͳ͜ͱΛॻ͖ग़͠ɺࢀՃऀಉ࢜Ͱ࿩͠߹͍ͳ͕Β
ʮࢲΒ͠͞ʯ΍খ͞ͳڧΈΛ͠ݟൃ࠶·͢ɻ

第２回　日時未定
ςʔϚ 暮らしに寄り添うお金と働き方～扶養の範囲とバランス～
ʮැཆͷൣғ಺ͰͲ͏ಇ͘ʁʯʮՈఉͱཱ྆Ͱ͖Δεςοϓ͸ʁʯͳͲɺ
ϥΠϑελΠϧʹ߹Θͤͨແཧͷͳ͍͓ۚͷଊ͑ํ΍ಇ͖ํΛֶͼ·͢ɻ

第３回　日時未定
ςʔϚ みんなで一歩を踏み出そう！仲間とつくる小さな挑戦
ΠϕϯτʢϚϧγΣʣ΁ͷग़ల΍খ͞ͳൃදͳͲɺ۩ମతͳʮ࣍ͷҰาʯ
ΛΠϝʔδɻෆ҆ͳ͜ͱ΋஥ؒͱΞΠσΞΛग़͠߹ͬͯղফ͠·͢ɻ

北海道胆振東部地震
厚真町追悼式

厚真町
宮坂尚市朗町長

北海道
鈴木直道知事

厚真町議会
渡部孝樹議長

令和８年10月号 2026年10月号� �



ॅຽಉ͕࢜਌ກΛਂΊΔʮୈ̐ճͳΒ΍·ϚϧγΣʯʢॅຽ
ஂମ͋ͭ·ΔΧϑΣͳΒ΍·ओ࠵ʣ͕８月22೔ɺް๺஍Ҭ๷
Ճऀ͸෺ൢͳͲࢀίϛϡχςΟηϯλʔͳΒ΍·Ͱ։͔Εɺࡂ
Λ௨ͯ͡େ੎ͷདྷ৔ऀͱ৮Ε߹͍·ͨ͠ɻ
ձ৔ೖΓޱͰ͸෩ધͰ০ΒΕͨख࡞Γͷ͕ͨضͳͼ͖ɺݐ෺

ͷน໘ʹ͸ɺʮΑ͏ͦ͜ްਅ΁ɹͳΒ΍·ϚϧγΣʯͷจ͕ࣈ
০ΒΕ·ͨ͠ɻΩονϯΧʔͷ΄͔؆қςϯτ͕ฒͼɺͱΕͨ
ͯ໺ࡊ΍खܳ޻඼ͳͲͷൢചͱɺϑΟϯϥϯυͷ఻౷తͳزԿ
ֶ໛༷ͷ૷০඼ʮώϯϝϦʯ΍଍౬ͷମݧίʔφʔ΋ઃ͚ΒΕ
·ͨ͠ɻ·ͨɺްਅܳڷอଘձͷϝϯόʔ͕ਅՆ೔ͷॵ͞ʹ଱
͑ͳ͕Β༐૖ͳ̑ۂΛ൸࿐͠ɺདྷ৔ऀͷ৺Λಈ͔͠·ͨ͠ɻ

第４回ならやまマルシェを開催

ԌఱԼͷதͰԋ૗Λ൸࿐ͨ͠
ްਅܳڷอଘձͷօ͞Μ

ொ͸８月1�೔ɺ৽ொͷՃ౻ϛπ͞ࢠΜʹඦणͷॕ͍඼
ΛଃΓ·ͨ͠ɻ
Ͱɺ݁ࠗ͠ঁࡾେۭொग़਎ͷՃ౻͞Μ͸ɺ̓ਓܑఋͷݱ

༤߃ɾނͰɺ෉ͷ༺ثͲ΋̏ਓΛҭͯ·ͨ͠ɻखઌ͕ࢠͯ
͞ΜͱӦΜͰ͍ͨࣗసंళͰ͸ɺύϯΫͳͲͷमཧ΋ख఻ͬ
͍ͯ·ͨ͠ɻࡋ๓͕ಘҙͰɺݹணͷϦϝΠΫͳͲΛָ͠Μ
Ͱ͍·ͨ͠ɻฏ੒̒年͔Β๛ްԂͰ฻Β͍ͯ͠·͢ɻ
͜ͷ೔͸ɺՃ౻͞ΜͷՈ଒͕ಉ੮͢Δதɺொ௕͔Βॕ͍

඼Λड͚औͬͨՃ౻͞Μ͸সإΛු͔΂ͳ͕ΒԿ౓΋ʮ͋
Γ͕ͱ͏͍͝͞·͢ʯͱ಄ΛԼ͛ͯتͼ·ͨ͠ɻ

令和８年౓ްਅொઓ຅ऀ௥ౣ͕ࣜ８月21೔ʹ૯߹෱ࢱηϯλʔ
ͰߦΘΕɺ͝Ҩ଒΍ؔऀ܎໿�0ਓ͸ٱ߃ฏ和Λ੤͍ɺઓՒͰ٘
ਜ਼ʹͳΒΕͨ11�ਓΛౣΈ·ͨ͠ɻ
ന٠Ͱ০ΒΕͨࡇஃΛલʹɺࡔٶொ௕͸ʮฏ和ΛٻΊΔ౒ྗΛ

ෆஅʹܧଓ͠ɺொຽͷ໋ͱ฻Β͠ΛकΓ௨͠·͢ʯͱࣜࣙΛड़΂ɺ
୾ৼ૯߹ৼہڵอ݈ڥ؀෦ͷখॿ઒จ࣏՝௕͕ಓ஌ࣄͷ௥ౣͷࣙ
Λ୅ಡɻ౉෦ٞ௕ͱҰൠஂࡒ๏ਓ๺ւಓ࿈߹Ҩ଒ձ͕ʮઓ૪ͷ൵
ͱ͕ɺ͙͜ܧΓޠͱฏ和ͷଚ͞Λ෩Խͤ͞Δ͜ͱͳ࣍͘୅΁ͱ͞ࢂ
Ͱ͢ʯͱ௥ౣͷࣙΛड़΂·ͨ͠ɻްਅொ໋࢖՝ͤΒΕͨʹͪͨࢲ
Ҩ଒ձͷ౻Ҫོ೭ձ௕͸ʮઓ૪ମݧ΍஍ҬͷهԱΛ࣍ͷੈ୅΁ޠ
Γ͙͜ܧͱ͸ɺҨ଒ͷΈͳΒͣࠓΛੜ͖ΔͪͨࢲҰਓͻͱΓͷ੹
຿Ͱ͢ɻઓ૪ͷ൵͞ࢂΛ෩Խͤ͞Δ͜ͱͳ͘ɺٱ߃ฏ和ͷ࣮ݱʹ
౒ྗ͠·͢ʯͱँࣙΛड़΂·ͨ͠ɻ͚޲

新町の加藤ミツ子さんに
百寿の祝い品贈る

令和8年度厚真町戦没者追悼式

ँࣙΛड़΂ΔްਅொҨ଒ձͷ౻Ҫձ௕

Ո଒ͱҰॹʹه೦ࣸਅͷࡱӨʹԠ͑ΔՃ౻͞Μ
ொͱʢגʣ͞ ͱΏΊɺʢגʣΫʔόϧɺʢגʣͷ΍͢΂ͷຽؒ̏ࣾڞ
ಉग़ࢿʹΑΔ·ͪͮ͘Γձࣾʮʢגʣͭ ͗ͯʯͷ૑ཱ૯ձͱ߹ҙจ
ॻॺ໊͕ࣜ８月2�೔ɺ૯߹෱ࢱηϯλʔͰߦΘΕɺ৽ձ͕ࣾ૑
ཱ͠·ͨ͠ɻொ͕ਐΊΔʮೋ஍ҬॅډʯͷऔΓ૊Έ͕Ճ଎͠·͢ɻ
৽ձࣾͷຊڌ஍͸ɺ্ްਅγΣΞαςϥΠτΦϑΟε಺Ͱ͢ɻ
૑ཱʹ͸ɺ஍Ҭۀࣄͷ্ཱͪ͛΍ӡӦΛ͍ͯͬߦΔ൐૸ܕͷϓϩ
σϡʔεձ ʢࣾגʣ͞ ͱΏΊɺொ಺Ͱ·ͪͳ͔ަྲྀؗͷब࿑ࢧԉࢪ
ઃ΍ϗςϧӡӦͳͲʹऔΓ૊ΉʢגʣΫʔόϧɺொ಺Ͱ೶ۀੜݱ࢈
৔ʹܞΘΓͳ͕Β஍Ҭੑ׆ԽʹऔΓ૊Ήʢגʣͷ΍͢΂ɺொ͕λο
άΛ૊Έ·ͨ͠ɻ
૑ཱ૯ձͰ͸ɺʢגʣ͞ ͱΏΊͷౢాढ़ฏ୅දऔక໾͕·ͪͮ͘
Γձࣾͷ୅දऔక໾ʹɺʢגʣΫʔόϧͷҪ্ળത୅දऔక໾ձ௕
ͱʢגʣͷ΍͢΂ͷ٢Ԭത和୅දऔక໾͕औక໾ʹબ೚͞Ε·ͨ͠ɻ
৽ձࣾ͸ޙࠓɺொ಺ͷϚϧνϋϏςʔγϣϯॅ୐ͳͲͷ؅ཧͷ΄
͔ɺೋ஍Ҭॅډͷड͚ೖΕଶ੎Λ֦ॆɻདྷ๚ऀͷຬ଍౓Λ͞Βʹ
ͷॆࡦ੓ॅډʯΛ૿΍͠ɺೋ஍Ҭޱ༂ਓ׆Ίͳ͕Βொ಺Ͱͷʮߴ
࣮ΛਤΓ·͢ɻౢాࣾ௕͸ʮްਅʹ͸ɺਓ͕ਓΛݺͿ޷॥؀ͱ͍
࡞Λͭͳ͛ͯ·ͪͷະདྷΛ͍ࢥʹΈ͕͋Δɻ஍ҬͷํͱҰॹڧ͏
Γ͍ͨʯͱ๊ෛΛޠΓ·ͨ͠ɻ

町と民間企業の共同出資による
まちづくり会社「つぎて」創立

ॺ໊Λऴ͔͑ͨࠨΒҪ্͞Μɺࡔٶொ௕ɺ
ౢా͞Μɺ٢Ԭ͞Μ

඿ްਅٹ೉ॴʢ໦ށՅଇॴ௕ʣͰ８月2�೔ɺՆقਫ೉ٹॿ܇
࿅͕ߦΘΕɺফ๷΍಩খ຀ւ্อ҆ॺɺެӹࣾஂ๏ਓ๺ւಓւ
೉๷ࢭɾਫ೉ࡁٹηϯλʔͷ৬һ͕ݟकΔதɺॴһ10ਓ͸ػ
හͳಈ࡞Ͱਓ໋ٹॿͷखॱΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻ
ࡧ໋ٹʮ͏࢖ʹ߹ॿ΍઀͕ۙ೉͍͠৔ٹ࿅Ͱ͸ɺࣗྗͰͷ܇
ൃࣹॐʯͰ໿�0Nԭ߹ͷ໨ඪʹϩʔϓΛͭͳ͍ͩ஄಄Λਖ਼֬
ʹൃࣹͨ͠΄͔ɺࠎڳѹഭͳͲͷ৺ഏોੜ๏Λֶͼ·ͨ͠ɻ໦
Γɺ੾᛭ୖຏ͍ͨ͠ʯͱ໋͕͋࢖ॴ௕͸ʮ͍ͭͰ΋ग़ಈ͢Δށ
࿩͠·ͨ͠ɻ

ொ͸８月2�೔ɺ஍Ҭੑ׆ԽۀىਓͷُҪ૱͞Μʹҕ৤ঢ়Λަ෇
͠·ͨ͠ɻ
ُҪ͞Μ͸ɺઃܭձࣾͰେن໛ෳ߹ݐஙͷઃܭΛ͏ߦ๣ΒɺΑΓ
ෳࡶͳࣾձ՝୊ͷղܾΛ໨͢ࢦϓϩδΣΫτʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ
ொ಺Ͱ͸ɺθϩΧʔϘϯਪਐࢧԉ΍ແବ΍࿘අΛͳͯ͘͠͝Έθϩ
Λ໨ඪʹߦಈ͢Δθϩɾ΢ΣΠετࢧԉɺ༡ࢪٳઃͷຽؒࢧ༺׆ԉ
ͳͲΛ͏ߦ༧ఆͰ͢ɻҕ৤ঢ়Λडُ͚ͨҪ͞Μ͸ʮ͔ͬ͠Γͱߏ૝
Λ·ͱΊ͕ͯΜ͹Γ·͢ʯͱྗ͘ڧԠ͑·ͨ͠ɻ

浜厚真漁港で夏季海難救助訓練行う

地域活性化起業人の亀井聡さんに委嘱状を交付

࿅͢Δ܇ͯͬ࢖ॐΛࣹൃࡧ໋ٹ
඿ްਅٹ೉ॴͷॴһ

ҕ৤ঢ়ͷަ෇Λडُ͚ͨҪ͞Μ
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防災のページ
૯຿՝�৘ใ๷ࡂάϧʔϓ�ὸ2�ô2��1

レベル５大雨特別警報について

໅઒ڠۀړಉ૊߹ްਅࢧॴͷϗοΩ෦ձʢ੢ؘ७೭෦ձ௕ʣ
͸̕月̏೔ɺ඿ްਅߓړͰલ඿࢈ͷϗοΩ֋໿2�0 ʢƫ֪෇͖ʣ
Λொڭҭҕһձʹدଃ͠·ͨ͠ɻ
৯Ͱ०ͷຯ֮Λָ͠ΜͰ΋Β͓͏ͱɺฏ੒22年͔Βڅߍֶ

ϓϨθϯτ͍ͯͯ͠ɺࢠͲ΋ͨͪ΋৺଴ͪʹ͍ͯ͠·͢ɻ੢ؘ
෦ձ௕͸ʮࠓ年ͷϗοΩ֋΋؁Έ͕͓͍͍͋ͬͯ͠ͷͰɺຯΘͬ
ͯ৯΂͍ͯͩ͘͞ʯͱ࿩͠·ͨ͠ɻ
ਫ૧Ͱอ؅͞ΕͨϗοΩ֋͸ɺԼॲཧͯ̕͠月̕೔ʹϗοΩ

ΧϨʔʹௐཧ͞Εɺ͜Ͳ΋Ԃ̎ԂΛ͸͡Ίখɾதɾڅʹߍߴ৯
ͰৼΔ෣ΘΕ·ͨ͠ɻ

鵡川漁協厚真支所のホッキ部会が
ホッキ貝寄贈

ԕ౻ڭҭ௕ʹϗοΩ֋ΛଃΔ੢ؘ෦ձ௕

ொͱ๺ւಓେֶ޿Ҭෳ߹ڀݚ֐ࡂηϯλʔʢࠤʑ໦و৴
ηϯλʔ௕ʣ͸８月�1೔ɺ૯߹෱ࢱηϯλʔͰ޿Ҭෳ߹ࡂ
ఆΛ݁ͼ·ͨ͠ɻڠܞΔ࿈ؔ͢ʹ֐
ொͱಉηϯλʔ͸ɺฏ੒�1年̐月ͷηϯλʔ։ઃҎ߱ɺ

๷ࡂɾࡂݮʹؔ͢Δҙ׵ަݟ౳Λ࣮͖ͯ͠ࢪ·ͨ͠ɻ令和
࠵ಉ։ڞձΛֶݟ஍ݱγϯϙδ΢Ϝͱࡂ年10月ʹ͸๷ݩ
͠ɺॅຽ΁ͷ׆ൃܒಈͳͲ΋࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻޙࠓɺொ͓
Αͼͦͷपล஍ҬͰ޿Ҭෳ߹֐ࡂͷඃݮܰ֐ʹؔ͢Δڀݚ
ఆڠܞΔͨΊɺ࿈͢ࢪ࣮ʹ׈ಈΛԁ׆ൃܒಈ΍ॅຽ΁ͷ׆
Λ݁Ϳ͜ͱʹͳΓ·ͨ͠ɻ
ಉηϯλʔ͕࣮͢ࢪΔूڀݚձ΍ٛߨɺڀݚϓϩδΣΫ

τʹொ͕ࢀը͢Δ΄͔ɺொ͕࣮͢ࢪΔ๷ؔࡂ࿈ࡦࢪ΁ͷಉ
ηϯλʔͷॿݴɺ๷ࡂɾࡂݮʹؔ͢Δਓࡐҭ੒΍্ڀݚͷ
ҙ׵ަݟɺॅ ຽʹର͢Δ๷׆ൃܒࡂಈͳͲΛ͏ߦ༧ఆͰ͢ɻ

ொ͸̕月̍೔ɺ௕ࢁকଠ͞Μͱ࠺ͷ౧͞ࢠΜʹ஍Ҭ͓͜͠ྗڠ
ୂɾ೶ࢧۀԉһͷҕ৤ঢ়Λަ෇͠·ͨ͠ɻ
೶ࢧۀԉһͰ෉්̍૊̎ਓʹҕ৤ঢ়Λަ෇͢Δͷ͸ॳΊͯͰ͢ɻ

কଠ͞Μ͸ɺσδλϧՈిઐ໳ళ΍ڭҭ*5ϕϯνϟʔۀاɺҩྍɾ
հٻޢਓαʔϏεۀͳͲΛݧܦɺ౧͞ࢠΜ͸ڭҭ*5ϕϯνϟʔ
Ͳ΋ͨͪͱաͤ͝Δ࣌ؒࢠ΍ҩྍ๏ਓͰಇ͍͍ͯ·ͨ͠ɻʮۀا
Λ૿΍͍ͨ͠ʯͱ̎ਓͷ͕͍ࢥॏͳΓɺΠνΰ೶ՈΛ໨ͯ͠ࢦ೶
Ո΁ͷస৬Λܾҙ͠·ͨ͠ɻҕ৤Λड͚ͨ̎ਓ͸ʮ෉්ͰྗΛ߹
Θͤɺ஍Ҭʹ༹͚ࠐΈͳ͕Β͔ͬ͠Γͱֶͼ·͢ʯͱܾҙΛޠΓ
·ͨ͠ɻ

町と北海道大学が防災等に関する
連携協定を締結

地域おこし協力隊・農業支援員
夫婦２人に委嘱状を交付

ҙཉΛ೩΍͢௕ࢁকଠ͞Μͱ࠺౧͞ࢠΜ

ʑ໦ηϯλʔ௕ࠤொ௕ͱࡔٶͨ͠ʹఆॻΛखڠ

Ϩϕϧ̑େӍಛผܯใ͸ɺൃ͕֐ࡂੜɾ੾ഭ͠
͍ͯΔ͜ͱΛࣔ͢ܯใͰ͢ɻ８月1�೔ʹઍ༿ݝ
Ͱઢঢ়߱ਫଳ͕ൃੜ͠ɺϨϕϧ̑େӍಛผܯใ͕
ൃද͞Εͯଟ਺ͷं͕ਁਫඃ֐ʹૺ͍·ͨ͠ɻ

Ϩϕϧ̑େӍಛผܯใ͕ൃද͞Εͨ৔߹ɺ͢Ͱ
ʹ҆શͳආ೉͕Ͱ͖ͣɺ໋͕ݥةͳঢ়گͰ͢ɻΉ
΍Έʹ֎ग़ͤͣɺ͍ࠓΔ৔ॴΑΓ΋҆શͳ৔ॴ΁
Ҡಈͯ͠਎ͷ҆શΛ֬อ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ਁਫ͕ݒ೦͞ΕΔͱ͖͸ɺंͰͷҠಈΛ
ਫͨ͠ಓ࿏΁ͷਐೖ͸ɺףɻ͍ͩͯ͑͘͞߇
ੜ໋΁ͷ͕͋ݥةΓ·͢ɻెา·ͨ͸ૣΊ
ͷආ೉Λ৺͕͚ɺ΍ΉΛಘͣंΛ͏࢖৔߹
͸ףਫͨ͠ಓ࿏Λආ͚͍ͯͩ͘͞ɻ

レベル５大雨特別警報が発表されたときに取るべき行動

車の運転に関する注意点

ආ೉ॴ։ઃ܇࿅Λ࣮ͯ͠ࢪɺҰ࿈ͷखॱΛ֬ೝɾཧղ
͠·͢ɻ·ͨɺࣗ Ӵୂେ྆ंܕͷମࢼݧ৐΍๷ߨࡂ࿩ɺ
ؔ࿈ۀا౳ͷϒʔεͷ։ઃɺΞϧϑΝถͷௐཧମݧɾ
தͰ͢ɻ౼ݕ৯ͳͲΛࢼ

Ϩϕϧ̑େӍܯಛผใൃද
࣌ͷंӡసͷ஫ҙ఺

Ϩϕϧ̑େӍܯใൃද࣌ʹ
ͱΔ΂͖ߦಈ

国土交通省ホームページ

国土交通省ホームページ

○ 浸水した場所での車移動は危険です。立ち往生し水没する恐れがあります。
○ 河川・用水路・冠水した箇所へは絶対に近づかないでください。
○ 町が発令する避難指示等で必ず避難してください。
○ レベル５大雨特別警報が発表される前段階から最新の気象・避難情報を確
認してください。

○ 浸水リスクをハザードマップで確認してください。

○ 30cm程度の冠水でも、車両が走行できなくなる場合
があります。
○ エンジンが停止し、水圧で窓やドアが開かなくなります。

ఈ໘

λΠϠ͕׬શʹਫ຅͢Δͱɺ
ंମ͕ු͍ͯҠಈ͕ࠔ೉ʹ
ͳΔ͓ͦΕ

Βਁਫ͢Δͱ͔ޱؾٵ
Τϯδϯ͕ఀ͠ࢭɺ࠶
࢝ಈ͠ͳ͘ͳΔ͓ͦΕ
	଎౓͕େ͖͍ͱਁਫ͠
΍͘͢ͳΔ


ਫਂ͕υΞͷԼ୺ʹ͔͔ΔͱɺਫѹʹΑ
Γɺ಺ଆ͔ΒυΞΛ։͚Δ͜ͱ͕ࠔ೉ͱ
ͳΓɺυΞͷ͞ߴͷ൒෼Λ௒͑Δͱɺ಺
ଆ͔Β΄΅։͚ΒΕͳ͘ͳΔ͓ͦΕ

Ϛϑϥʔ͔Βਁਫ͢Δͱ
Τϯδϯ͕ఀ͠ࢭɺ࢝࠶
ಈ͠ͳ͘ͳΔ͓ͦΕ

୤ग़༻ϋϯϚʔͰׂΕΔ
�	߹ΘͤΨϥε͸ׂΕͳ͍


ਫਂ͕চ໘Λ௒͑Δͱɺ�ిؾ
૷ஔ͕ଛই͠ɺࣗಈεϥΠυ
υΞ΍ύϫʔ΢Πϯυ΢͕ಈ
ͳ͘ͳΔ͓ͦΕ͠࡞

令和8年度
厚真町
総合防災訓練

͸ɺผ్νϥγ౳Ͱ͓஌Βͤ͠·͢ɻࡉৄ

11月̓೔ʢ౔ʣ10࣌ʙ1�࣌
εϙʔπηϯλʔɾ͋ͭ·ελʔυʔϜ
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同

意

◇
厚
真
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

厚
真
町
教
育
委
員
会
委
員
に
長
門
茂
明

氏（
鹿
沼
）を
任
命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
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◇
自
治
功
労
賞
表
彰

現
厚
真
町
議
会
副
議
長
で
監
査
委
員
を

歴
任
し
、
厚
真
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

で
あ
る
吉
岡
茂
樹
氏
（
豊
丘
）
の
自
治
功

労
賞
表
彰
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

議

案

◇
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定

◇
字
の
区
域
の
変
更

◇
財
産
の
取
得

◇
令
和
８
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
6
号
）

令
和
８
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
６
号
）は
、
歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
１
億
５
８
２
５
万
3
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
１
５

０
億
７
５
５
５
万
５
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

・
役
場
庁
舎
整
備
事
業…７

４
７
７
万
９
千
円

庁
舎
周
辺
等
整
備
事
業
に
お
い
て
、
支

障
と
な
る
建
物
及
び
再
編
整
備
の
対
象
と

な
る
公
共
施
設（
旧
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
、

民
有
建
物
（
事
務
所
））
の
解
体
を
行
う
。

ま
た
、
役
場
庁
舎
及
び
文
化
交
流
施
設

整
備
事
業
用
地
と
し
て
民
有
地
を
取
得
す

る
と
と
も
に
、
地
権
者
に
対
す
る
移
転
補

償
を
行
い
、
事
業
の
適
正
な
実
施
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

・
エ
ゾ
シ
カ
被
害
防
止
対
策
事
業
…

１
６
０
万
円

・
物
価
高
騰
経
済
対
策
事
業

…
４
４
４
９
万
８
千
円

・
一
般
管
理
事
業
…
６
９
８
万
４
千
円

・
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
推
進
事
業

…
１
４
９
６
万
円

・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
解
体
事
業

…
４
４
０
０
万
円

・
道
路
橋
梁
災
害
復
旧
事
業

…
単
独
災
、
８
０
０
万
円

・
河
川
災
害
復
旧
事
業

…
単
独
災
、
１
６
０
０
万
円

◇
令
和
８
年
度
厚
真
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◇
令
和
８
年
度
厚
真
町
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
保
険
事
業
勘
定
補
正

予
算
（
第
１
号
））承

認

◇
専
決
処
分
の
承
認
（
令
和
８
年
度
厚
真

町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
））

報

告

◇
所
管
事
務
調
査
報
告（
各
常
任
委
員
会
）

◇
財
政
援
助
団
体
等
に
関
す
る
監
査
の
結

果
報
告

◇
定
期
監
査
の
結
果
報
告

◇
現
金
出
納
例
月
検
査
の
結
果
報
告

◇
教
育
委
員
会
の
事
務
事
業
の
点
検
・
評

価
報
告

◇
令
和
７
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

認

定

◇
令
和
７
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定

◇
令
和
７
年
度
厚
真
町
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
令
和
７
年
度
厚
真
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
令
和
７
年
度
厚
真
町
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
令
和
７
年
度
厚
真
町
簡
易
水
道
事
業
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
令
和
７
年
度
厚
真
町
下
水
道
事
業
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

意
見
書

◇
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社
会
資
本
整
備

等
に
関
す
る
意
見
書

一
般
質
問

折
坂
泰
宏
議
員
、
橋
本
豊
議
員
、
澤
口

千
里
議
員
、
伊
藤
富
志
夫
議
員
、
菅
原
文

子
議
員
、
寺
坂
康
生
議
員
の
６
人
が
一
般

質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

折
坂
議
員
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
の
教
育
指
導

に
つ
い
て
、
橋
本
議
員
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
の
建
設
計
画
と
維
持
管
理
に
つ
い
て
、

澤
口
議
員
は
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
と
厚
真
町
ら
し

さ
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
伊
藤
議
員
は

介
護
保
険
事
業
計
画
の
第
９
期
か
ら
第
10

期
へ
の
策
定
と
国
保
に
つ
い
て
、
菅
原
議

員
は
関
係
人
口
の
創
出・拡
大
に
つ
い
て
、

寺
坂
議
員
は
人
工
透
析
患
者
に
対
す
る
今

後
の
支
援
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
質
問
し

ま
し
た
。

行
政
報
告

〇
農
作
物
の
生
育
状
況
に
つ
い
て

【
水
稲
】
胆
振
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
東
胆
振
支
所
の
調
査
に
よ
る
と
、
水

稲
の
生
育
は
８
月
15
日
時
点
で
平
年
よ
り

１
日
早
く
、
過
去
３
カ
年
の
高
温
年
よ
り

も
遅
い
生
育
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
㎡

あ
た
り
の
茎
数
は
平
年
比
１
０
０
％
、
不

稔
率
は
「
な
な
つ
ぼ
し
」
で
３
・
５
％

と
低
い
値
で
す
が
、
出
穂
期
間
が
低
温
・

寡
照
で
推
移
し
た
た
め
、
穂
揃
い
の
悪
化

な
ど
に
よ
る
品
質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
農
林
水
産
省
の
発
表
で
は
、
本
年

の
北
海
道
産
水
稲
の
10
ア
ー
ル
あ
た
り
収

量
は
、
平
均
比
・
前
年
比
と
も
に
「
や
や

上
回
る
」
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
秋
ま
き
小
麦
】
収
穫
は
平
年
並
み
に

始
ま
り
ま
し
た
が
、
７
月
下
旬
の
降
雨
に

よ
り
、
収
穫
終
わ
り
は
平
年
よ
り
３
日
遅

い
８
月
１
日
と
な
り
ま
し
た
。
日
照
時
間

が
多
く
実
入
り
も
良
く
、
粗
麦
重
量
は
平

年
を
上
回
る
見
込
み
で
す
。
収
量
は
近
年

の
大
豊
作
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
平
年
並

み
を
確
保
す
る
見
通
し
で
、
等
級
麦
比
率

は
秋
小
麦
・
春
小
麦
と
も
に
約
87
％
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
馬
鈴
し
ょ
】
順
調
に
収
穫
が
進
み
、

１
株
あ
た
り
の
イ
モ
数
は
平
年
並
み
、
で

ん
粉
含
量
は
や
や
低
い
状
況
で
す
。

【
大
豆
・
小
豆
・
て
ん
菜
】
大
豆
・
小

豆
は
７
月
上
旬
か
ら
中
旬
の
曇
天
に
よ
り

生
育
が
停
滞
気
味
で
す
。
て
ん
菜
は
お
お

む
ね
平
年
並
み
の
生
育
で
、
目
立
っ
た
病

害
虫
も
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

【
牧
草
】
平
年
並
み
の
収
量
と
品
質
を

確
保
し
て
い
ま
す
。

【
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
】
平
年
並
み

に
登
熟
が
進
ん
で
い
ま
す
。

【
そ
菜
園
芸
】
ほ
う
れ
ん
草
は
７
月
の

日
照
不
足
に
よ
る
生
育
障
害
で
製
品
率
が

低
下
し
て
い
ま
す
が
、
９
月
以
降
の
回
復

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
カ
ボ
チ
ャ
は
着
果
数

が
少
な
く
小
玉
傾
向
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は

病
害
も
少
な
く
製
品
率
は
良
好
で
す
。
花

き
は
日
照
不
足
の
影
響
も
あ
り
ま
し
た

が
、
お
お
む
ね
順
調
に
生
育
し
、
お
盆
需

要
に
合
わ
せ
た
出
荷
が
で
き
て
い
ま
す
。

ハ
ス
カ
ッ
プ
は
開
花
期
が
早
く
着
果
不
良

に
よ
り
減
収
と
な
り
ま
し
た
が
、
収
穫
期

は
気
候
に
恵
ま
れ
収
穫
ロ
ス
は
少
な
く
推

移
し
ま
し
た
。

本
年
は
、
生
育
期
間
中
に
低
温
・
寡
照

の
時
期
が
あ
り
、
大
雨
に
よ
る
被
害
も
あ

り
ま
し
た
が
、
全
体
と
し
て
は
お
お
む
ね

平
年
並
み
の
生
育
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
産
米
の
価
格
は
下
落
傾
向
と
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
コ
ス
ト
指
標
で
示

さ
れ
た
生
産
費
に
見
合
っ
た
販
売
価
格
の

確
保
や
、
安
定
生
産
に
向
け
て
、
関
係
機

関
と
連
携
し
ま
す
。
ま
た
、
収
穫
作
業
の

最
盛
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
農
作
業
事

故
の
防
止
を
呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
８
月
の
大
雨
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て

次
に
、
令
和
８
年
８
月
25
日
お
よ
び
８

月
27
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
の
大
雨
へ
の

対
応
状
況
お
よ
び
公
共
施
設
等
の
被
害
状

況
に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
あ
げ
ま
す
。

８
月
25
日
は
、
前
日
か
ら
の
寒
冷
前
線

の
通
過
と
低
気
圧
の
発
達
に
よ
り
大
気
が

不
安
定
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
チ
ケ
ッ

ペ
川
お
よ
び
厚
真
川
上
流
で
の
増
水
が
見

込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
12
時
27
分
に
レ

ベ
ル
３
大
雨
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

町
は
第
１
種
非
常
配
備
体
制
を
敷
き
、
河

川
を
中
心
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し

た
。
16
時
48
分
に
は
レ
ベ
ル
３
大
雨
警
報

が
解
除
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
第
１
種
非

常
配
備
の
体
制
を
解
除
し
ま
し
た
。

ア
メ
ダ
ス
の
観
測
に
よ
れ
ば
、
25
日
０

時
か
ら
24
時
ま
で
の
合
計
降
水
量
は
88
・

５
ミ
リ
、
最
大
１
時
間
の
降
水
量
は
50
・

５
ミ
リ
で
し
た
。

８
月
27
日
に
は
、
低
気
圧
を
含
む
気
圧

の
谷
が
北
海
道
付
近
を
通
過
す
る
こ
と
に

よ
り
大
気
が
不
安
定
な
状
態
と
な
り
ま
し

た
。
27
日
18
時
か
ら
28
日
18
時
の
降
水
量

は
１
０
０
ミ
リ
と
予
報
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
21
時
に
北
部
地
域
を
対
象
に
「
厚
北

地
域
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ら

や
ま
」
を
自
主
避
難
所
と
し
て
開
設
し
ま

し
た
。
23
時
６
分
に
は
レ
ベ
ル
３
大
雨
警

報
が
発
表
さ
れ
、
第
１
種
非
常
配
備
体
制

へ
移
行
し
ま
し
た
が
、
激
し
い
雷
雨
の
た

め
職
員
の
参
集
は
行
わ
ず
自
宅
待
機
と
し

て
対
応
し
ま
し
た
。
１
時
26
分
に
は
、
レ

ベ
ル
３
大
雨
警
報
が
解
除
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
第
１
種
非
常
配
備
の
体
制
を
解
除

し
、
避
難
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
２
時
30

分
に
自
主
避
難
所
を
閉
鎖
し
ま
し
た
。

ア
メ
ダ
ス
の
観
測
に
よ
れ
ば
、
27
日
18

時
か
ら
28
日
18
時
ま
で
の
合
計
降
水
量
は

51
・
５
ミ
リ
、
最
大
１
時
間
の
降
水
量
は

40
ミ
リ
で
し
た
。
こ
の
期
間
で
は
、
レ
ベ

ル
３
土
砂
災
害
警
報
は
発
表
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。

続
い
て
、
被
害
状
況
に
つ
い
て
速
報
値

を
ご
報
告
申
し
あ
げ
ま
す
。
現
時
点
で
は

人
的
被
害
お
よ
び
住
家
被
害
は
確
認
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。
町
内
の
公
共
施
設
に
つ

い
て
は
、
道
路
が
６
路
線
７
箇
所
、
河
川

が
14
河
川
15
箇
所
の
被
害
が
あ
り
ま
し

た
。災

害
公
営
住
宅
で
は
、
新
町
の
ぞ
み
団

地
Ｄ
棟
１
戸
、
Ｅ
棟
３
戸
及
び
本
郷
き
ず

な
団
地
Ａ
棟
１
戸
、
Ｂ
棟
１
戸
の
計
６
戸

に
お
い
て
、
地
下
水
の
上
昇
に
よ
り
床
下

ピ
ッ
ト
に
水
が
侵
入
す
る
事
案
を
確
認
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
水
量
が
多

か
っ
た
新
町
の
ぞ
み
団
地
Ｅ
棟
２
戸
に
つ

い
て
は
、直
ち
に
水
抜
き
作
業
を
実
施
し
、

８
月
28
日
に
完
了
し
て
い
ま
す
。

農
作
物
の
浸
水
・
冠
水
は
12
ヘ
ク
タ
ー

ル
（
水
稲
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
馬
鈴
し
ょ
等

10
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

農
業
施
設
は
調
査
中
で
す
が
、
法
面
崩
壊

等
16
件
、
用
排
水
路
等
21
件
、
農
道
３
件

の
被
害
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

林
道
に
つ
い
て
は
、
６
路
線
が
崩
土
、

路
面
洗
堀
な
ど
の
被
害
に
よ
り
通
行
不
可

と
な
っ
て
お
り
、
修
繕
作
業
を
継
続
実
施

し
て
い
ま
す
。
治
山
施
設
に
お
い
て
も
高

丘
地
区
の
流
末
施
設
の
一
部
が
土
砂
で
閉

塞
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
除
去
作
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

収
穫
期
を
前
に
、
こ
の
た
び
の
大
雨
に

よ
り
被
災
さ
れ
ま
し
た
生
産
者
の
皆
さ
ま

に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す

と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に

し
、
迅
速
に
災
害
復
旧
事
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

令和８年第３回町議会定例会が９月10日に開催されまし
た。審議されたのは、令和８年度厚真町一般会計補正予
算など議案６件、報告６件、承認１件、同意２件、認定
６件、意見書案１件が審議され、いずれも原案どおり可
決・承認されました。また、認定６件は決算特別委員会
に付託され、閉会中に継続審査されます。

議 会
令和８年第３回定例会

令和８年10月号 2026年10月号11 10
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■
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
選
手
が
町
長
を

表
敬
訪
問
（
８
月
21
日
）

佐
藤
校
長
が
引
率
し
て
８
月
ùø
日
、
第
þĀ

回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大

会（
７
月
ú÷
日
〜
８
月
５
日
、
滋
賀
県
彦
根
市
）

に
出
場
し
た
大
垣
尊
良
さ
ん
、
中
島
花
奏
さ

ん
、
赤
﨑
蓮
さ
ん
、
大
垣
成
示
さ
ん
と
、
全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
水
泳
競
技
（
８

月
øú
日
〜
øý
日
、
滋
賀
県
草
津
市
）
に
出
場

し
た
伊
藤
慶
翔
さ
ん
が
、
宮
坂
町
長
に
結
果

を
報
告
し
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
大
垣
尊
良

さ
ん
は
、
円
盤
投
げ
と
砲
丸
投
げ
の
２
種
目

で
全
国
優
勝
。
砲
丸
投
げ
は
、
昨
年
に
続
き

２
連
覇
で
す
。
宮
坂
町
長
は
「
大
舞
台
で
頑

張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
活
躍
に
町

を
代
表
し
て
感
謝
し
ま
す
」
と
活
躍
を
た
た

え
ま
し
た
。

■
高
文
連
支
部
美
術
大
会

（
８
月
20
日
〜
21
日
）

苫
小
牧
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
高
文

連
支
部
美
術
大
会
が
行
わ
れ
、
本
校
か
ら
生

徒
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
６
月
か
ら
準
備

に
取
り
掛
か
り
、
夏
休
み
に
は
、
学
校
運
営

協
議
会
委
員
の
加
藤
恵
子
さ
ん
か
ら
熱
心
に

指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
野
心
睦
さ

ん
が
優
秀
賞
、
川
﨑
汐
音
さ
ん
が
奨
励
賞
を

受
賞
し
、
ø÷
月
に
釧
路
市
で
開
か
れ
る
全
道

大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

■
全
校
で
黙
と
う
さ
さ
げ
る
（
９
月
６
日
）

８
年
前
の
９
月
６
日
に
胆
振
東
部
地
震
が

発
生
し
、
厚
真
町
は
最
大
震
度
７
を
観
測
。

道
内
で
は
、
関
連
死
を
含
め
ûû
人
が
犠
牲
に

な
り
ま
し
た
。
厚
真
町
追
悼
式
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
伝
え
、
全
校
で「
黙
祷
」を
さ
さ
げ
ま

し
た
。
生
徒
に
は
、
改
め
て
自
分
の
命
を
守

る
行
動
を
伝
え
ま
し
た
。
９
月
１
日
に
は
、

全
道
一
斉
の
「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
」
に

も
参
加
し
ま
し
た
。

■
漁
業
体
験
（
９
月
10
日
）

厚
真
町
教
育
委
員
会
の
山
中
卓
也
さ
ん
に

企
画
段
階
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
鵡
川

漁
業
協
同
組
合
厚
真
支
所
の
協
力
の
も
と
で

実
現
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
本
校
の
教

育
活
動
の
充
実
と
地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ

る
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
地
元
の
基
幹

産
業
の
一
つ
で
あ
る
漁
業
に
つ
い
て
、
１
年

生
全
員
が
体
験
を
通
じ
て
よ
り
深
く
学
ん
で

も
ら
お
う
と
、
初
め
て
漁
業
体
験
を
取
り
入

れ
ま
し
た
。
１
学
年
担
任
、
生
徒
øþ
人
と
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
山
中
さ
ん
、
公
営
塾

ス
タ
ッ
フ
２
人
も
同
行
し
、
漁
業
の
楽
し
さ

や
大
変
さ
を
肌
で
感
じ
た
充
実
し
た
行
事
と

な
り
ま
し
た
。
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ͷऔΓ૊Έ͸ߍֶ
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ʮΑΓΈֶͪࣷʯ͸
ްਅߍߴͱ஍Ҭ͕
࿈͠ܞͳ͕Β
์՝ޙΛར༻ͯ͠

ੜె͕ࣗΒ໨ඪΛൃ͠ݟ
௅ઓ͢ΔެӦक़Ͱ͢ɻ

勉強する意味とは
9月3日から８日まで、厚高では前期期末考査

が行われ、よりみち学舎では考査に向けて生徒と
テスト対策を行いました。学習支援では、たびた
び生徒から「こんな知識、将来絶対に使わない！」

と声が上がって『勉強』の意味を問われます。そんな時、私は2つの軸で勉強の意味
を捉えていることを意識して話します。
１つは、本当にやりたいことを実現するのに、必ず付随する「やりたくないことを

こなすトレーニング」として捉え、その知識が将来有用かどうかに関わらず取り組む
こと自体に意味があるという考え方。もう１つは、「知識が経験と結びつき体系化さ
れることで知恵となる」下地を作るという考え方です。今回の学習支援では、知識が
経験に結びつく場面に立ち会うことができました。
それは、社会科の宗教の分野を勉強している時です。ある生徒はお盆にお参りした

お寺の内装が、宗派の教えに結びついていることに気付きました。また、別の生徒は、
幼いころに好きだったおもちゃたちが、意思を持っ
て活躍する映画が、アニミズム（自然崇拝）や
付喪神信仰から着想を得ていることに気が付き、
自分の物持ちの良さという人格にすら影響して
いることに驚いていました。
そして、今後もこういった場面に多く立ち会

えるよう学習支援とともに生徒にさまざまな経
験を提供したいと考えています。

教育魅力化支援員　山中恵杜 Λऴ͑ͨ̍年ੜݧମۀړ

厚真町で活動している地域おこし協力隊をご紹介！

現在活動している協力隊〈９月末現在〉

೶ۀ ˜̕ਓۀړ�� ˜1ਓܕڀݚ�� ˜1ਓܕۀى�� ˜10ਓ
ҭັྗԽڭ ˜̎ਓڠ��ಇܕ ˜�ਓ��εϙʔπ ˜1ਓ

―これまでの経歴について教えてください。
຿͠·ͨ͠ɻ̍ۈɺ཮্ࣗӴୂͰ�年ؒޙۀΛଔߍߴ

年΄ͲݐઃػցͷϨϯλϧձࣾͰॏػͷ੔උΛ୲౰͠
ӴୂͰ͸ɺۭࣗߤӴୂͰ1�年ಇ͖·ͨ͠ɻۭࣗߤɺޙͨ
ओʹػۭߤͱ஍্Λͭͳ͙௨৴༻ແઢثػͷ੔උΛ୲͍
·ͨ͠ɻఆ年ޙ΋ݟਾ͑ͯࣗ෼ͷखͰ௕͘ଓ͚ΒΕΔε
ΩϧΛ਎ʹ͚ͭɺ஍ҬʹݙߩͰ͖Δࣄ࢓Λ͍ͨ͠ͱ͍͏
ͳ͍͖ͬͯ·ͨ͠ɻ͘ڧ͕͍ࢥ
―なぜ農業法人（株）ＳＦＮに入社したのですか？
কདྷతʹಠཱ΍ݸਓۀࣄΛ໨ͨ͠ࢦ৽͍͠Ϗδωε

Λௐ΂͍ͯΔதͰɺυϩʔϯٕज़ͷՄೳੑʹண໨ͨ͠ͷ
͕࢝·ΓͰ͢ɻྸߴԽ΍ީؾมಈͰෛ୲͕૿͢೶ݱۀ৔
Ͱɺʮ೶ۀ༻υϩʔϯʯʹΑΔ೶ༀࢄ෍ͳͲͷधཁ͕ߴ
·͍ͬͯΔ͜ͱΛ஌Γ·ͨ͠ɻશ͘஌ࣝͷͳ͍ঢ়ଶ͔Β
࢝ΊΔΑΓɺ࣮ࡍͷ೶Ո͞ΜͷݩͰ೶ۀͱυϩʔϯͷ࣮
຿Λಉ࣌ʹֶͼ͍ͨͱ͑ߟ·ͨ͠ɻࡳຈͰ։͞࠵Εͨ೶
ड͚ೖΕઌͷ೶Ո͞ΜݱϑΣΞͷްਅொͷϒʔεͰɺۀ

Λ঺հ͍͖ͯͨͩ͠ɺ΄৔ֶݟΛͯܦɺ஍Ҭ͓͜͠ྗڠ
ୂͱͯ͠ண೚͢Δ͜ͱΛܾΊ·ͨ͠ɻ
―どのような会社ですか？会社での役割は？
ถ΍খഴɺେ౾ͳͲΛੜ͢࢈Δ೶ۀ๏ਓͰɺ೶ۀ࡞શ

ൠʹऔΓ૊Έͳ͕Βɺ೶ۀ༻υϩʔϯΛ༻͍ͨ೶ༀࢄ෍
ͷ࣮ફͱٕज़शಘΛ୲͍ͬͯ·͢ɻࣗӴୂ࣌୅͸ۭௐͷ
ޮ͍ͨࣨ಺Ͱͷਫ਼ີػց੔උ΍σεΫϫʔΫ͕த৺ͩͬ
ͨͨΊɺҰ೔த԰֎Ͱ׼Λྲྀ͢ࠓͷࣄ࢓͸ɺମྗతʹඇ
ৗʹϋʔυͰ͕͢ɺҰ͔Β࡞෺ΛҭͯΔ໘ന͞΍ୡ੒ײ
͕͋ΓɺετϨεͳ͘ॆ࣮ͨ͠ຖ೔Λա͍ͯ͝͠·͢ɻ
―今後の目標を教えてください。
·ͣ͸�年ؒΛ௨ͯ͡ɺ਌ํ΍஍Ҭͷઌഐ͔ΒҰਓલ

ͷถ೶Ոͱͯ͠ͷٕज़Λ͔ͬ͠ΓͱֶͿ͜ͱͰ͢ɻকདྷ
తʹ͸ɺ̨̛᷂̣ͷ৽ۀࣄنͱͯ͠೶ۀ༻υϩʔϯʹΑ
Δ೶ༀࢄ෍ͷडୗαʔϏεΛ্ཱͪ͛ɺਓखෆ଍ʹ೰Ή
ۙྡͷ೶Ո͞ΜΛαϙʔτ͍͖͍ͯͨ͠Ͱ͢ɻ·ͨɺ̨
̨̣ͳͲΛ௨ͯ͡ްਅொͷ೶ۀͷັྗ΍೔ৗΛൃ৴͠ɺ
࣍ੈ୅΍ࢠͲ΋͕ͨͪಌΕΔΑ͏ͳ࣋ଓՄೳͳ೶ۀͷܗ
Λ͜ͷ·ͪͰ͍͖͍ͨͯͬ࡞ͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

佐
さ と う
藤 優

ゆう
一
いち
さん

協働型農業支援員

ண೚ɿ令和８年̐月ʢ̍年໨ʣ
ग़਎ɿࡳຈࢢ

ްਅொ͸ɺொຽ΍ҠॅΛ͍ͯ͑ߟΔਓ
ͳͲͷνϟϨϯδΛΈΜͳͰԠԉ͍ͯ͠
͚Δ·ͪΛ໨͠ࢦ· ɻ͢ʮްਅொνϟϨ
ϯδԠԉ௨৴ʯ͸ɺ͞·͟·ͳνϟϨϯ
δͷ৘ใΛൃ৴͍͖ͯ͠· ɻ͢
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͜͏΍͞Μ
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健診・検診・相談・教室など

と き 10月16日（金）、11月20日（金）
10時～15時（１人あたり50分程度）

と こ ろ 総合ケアセンターゆくり

申し込み ３日前までに健康推進グループに
お申し込みください。

こころの相談
心身ともに、こんな変化はありませんか？
・眠れない
・人の視線が気になる
・人に会いたくない
・以前よりイライラする
・何事にも集中できない
・日常生活に支障が出るほどお酒を飲む　など
ストレスなどからくるこころの危険信号かもしれません。
臨床心理士が、本人やご家族のこころの健康や子育ての
悩みを抱える親御さんの相談に応じます。
一人で抱え込まずに、ぜひご相談ください。

日 程 病　　院　　名 住  所（苫小牧市） 電話(0144)
１日（日） とまこまい脳神経外科 光洋町1－12－20 75－5111
３日（火祝） 勤医協苫小牧病院 見山町1－8－23 72－3151
８日（日） 同樹会苫小牧病院 新中野町3－9－10 36－1221
15日（日） 苫小牧日翔病院 矢代町2－9－13 72－7000
22日（日） 光洋いきいきクリニック 光洋町1－16－16 71－2700
23日（月祝） こうよう泌尿器科クリニック 光洋町2－6－13 82－8620
29日（日） ケーアンドエークリニック 日新町2－6－1 71－2000

11月の夜間・日曜・祝日の医療機関

˞มߋʹͳΔ৔߹͕͋Γ·͢ɻපӃ΍৽ฉͳͲͰࣄલʹ֬ೝ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

外科系
苫小牧市夜間休日急病センター

住　　所 苫小牧市旭町2－9－2
電　　話 0144－32－0099 

診療時間
平 日 19時～翌朝7時
土 曜 日 14時～翌朝7時
日曜祝日 ９時～翌朝7時

内科・小児科系 ਍ྍ࣌ؒɿ̕ ࣌d1�࣌

保健所の相談
໰͍߹Θͤɹ಩খ຀อ݈ॴ�ὸ01��ô��ô�16�

相 談 ・ 検 査 の 名 称 日　程
女性の健康相談 第１木曜日

※休日の場合
は第２木曜日

妊娠、出産、子育てなど女性の心身
の相談
肝炎ウィルス検査・梅毒検査

月２回感染が疑われる方は無料
（要事前確認）
骨髄バンク登録 要事前予約

（随時受付）登録の基準があります
ＨＴＬＶ－１抗体検査 要事前予約

（随時受付）10日前までに予約してください
ＨＩＶ検査（エイズ相談）

月２回
無料、匿名検査（要事前確認）

エイズ専用電話☎0144-35-7474

近くの医療機関などが検索できます
http://www.qq.pref.hokkaido.jp　☎0120-20-8699　☎011-221-8699(携帯·PHSから)

北海道救急医療・広域災害情報システム

住民課 健康推進グループ　☎26‒7871（総合ケアセンターゆくり内）

乳児健診
対 象 ①令和8年5月20日～令和8年8月18日生まれ

②令和7年11月20日～令和8年2月18日生まれ
と き 11月18日（水）　※個別に案内
ところ 総合ケアセンターゆくり

持ち物 ฼߁݈ࢠखாɺόελΦϧɺΞϯέʔτ
ϒϥγʢᶄͷΈʣࣃ

５歳児健診
対 象 年度内に５歳に到達するお子さん（年中児）
と き 11月25日（水）※個別に案内
ところ 総合福祉センター
持ち物 ฼߁݈ࢠखாɺΞϯέʔτ

こどもの予防接種

予約時は、予防接種専用サイトで接種対象であるかどうかを確認してください。専用サイトと母子健康手帳の接種履
歴に相違がある場合などは、住民課健康推進グループ（保健師）までご連絡ください。

接 種 日
未 就 学 児 水 曜 日 14時～15時（この時間は一般診療休み） 予防接種

専用サイト
小 学 生 ～19歳 月・ 金 曜 日 ９時～12時、14時～17時

水 曜 日 ９時～12時、15時～17時
予 約 / 受 付
接 種 場 所

あつまクリニック　☎ 27–2422　京町15
前の週の金曜日までに予約が必要です〈予約受付時間:９時～12時、15時～17時〉

持 ち 物 母子健康手帳、予診票

対象者 標準的な接種期間と回数
ロタウイルス（１価） ੜ̒ޙʙ2�िະຬ ùþ೔Ҏ্͚͋ͯ̎ճɹ˞̍ճ໨͸1�ि̒೔·Ͱʹ઀छ

B 型 肝 炎 ੜ̎ޙΧ月ʙ̍ ະຬࡀ ïॳճðùþ೔Ҏ্͚͋ͯ̎ճ
ʢ௥Ճʣ̍ ճ໨ऴ͔ྃޙΒù÷िҎ্͚͋ͯ̍ճ

ヒ ブ（※1） ੜ̎ޙʙý÷Χ月ະຬ ʢॳճʣੜ̎ޙʙ̓Χ月ະຬʢùþ೔Ҏ্͚͋ͯ̏ճʣ
ʢ௥Ճʣॳճ̓ޙʙ1�Χ月͚͋ͯ̍ճ

小児肺炎球菌 ੜ̎ޙʙý÷Χ月ະຬ ʢॳճʣੜ̎ޙʙ̓Χ月ະຬʢ2�೔Ҏ্͚͋ͯ̏ճʣ
ʢ௥ՃʣੜޙøùʙøüΧ月ະຬʢॳճޙý÷೔Ҏ্͚͋ͯ̍ճʣ

五 種 混 合
（ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ・ヒブ）ੜ2ޙʙĀ÷Χ月ະຬ

ʢॳճʣੜ̎ޙʙ̓Χ月ະຬʹɺù÷ʙüý೔͚͋ͯ̏ճ
ʢ௥Ճʣॳճ̒ʙøÿΧ月͚͋ͯ̍ճ

二 種 混 合
（ジフテリア・破傷風） 11ʙ1ࡀ�ະຬ Ͱ̍ճࡀ11

B C G ੜ̑ޙΧ月ʙ̍ ະຬࡀ ੜ̑ޙʙ�Χ月ະຬʹ̍ճ

ＭＲ混合
（麻しん・風しん）

ʢ 12ʙ2�Χ月·Ͱޙʣੜظ̍
ʢ̎ظʣ年௕ࣇ૬౰ʢबֶલͷ̍ 年ؒʣ̍ظɺ̎ ͱ΋ʹ̍ճظ

水痘（水ぼうそう） ੜ12ޙʙ�6Χ月ະຬ
˞͢ͰʹጶࡁױΈͷ৔߹͸ର৅֎

	ॳճ
ੜޙøùʙøüΧ月ະຬʹ̍ճ
	௥Ճ
ॳճ̒ޙʙøùΧ月͚͋ͯ̍ճ

おたふくかぜ（任意） Ҏ্ࡀ̍
˞͢ͰʹጶࡁױΈͷ৔߹͸ର৅֎

Ҏ্Ͱ̍ʙ̎ճࡀ̍
˞ொಠࣗͷॿ੒ʹΑΓ̍ ʙ̏ Ͱͷॳճ·ࡀ ճ̍ͷΈແྉ

日 本 脳 炎
ʢ Χ月ʙ̓̒ޙʣੜظ̍ Χ月ະຬ̒ࡀ
ʢ̎ظʣ̕ ʙ1ࡀ�ະຬ
˞ಛྫର৅ऀ͸20ࡀະຬ·Ͱ઀
छՄ

ʢ̍ظॳճʣ̏ ɿ̒ࡀ ʙùÿ೔͚͋ͯ̎ճ
ʢ̍ظ௥Ճʣ̐ ɿ̍ࡀ ໿̍年͚͋ͯ̍ճޙॳճऴྃظ
ʢ̎ɹɹظʣ̕ ɿ̍ࡀ ճ

ＨＰＶ
（ヒトパピローマウイルス）

（9価）

খֶ̒ߍ年ੜʙ̍ߍߴ年ੜ૬౰ͷ
ࢠঁ

தֶ̍年ੜ	6Χ月͚͋ͯ̎ճ

˞̍ճ໨ͷ઀छ͕øüࡀΛ௒͑ͨ৔߹͸̏ճ
	̎Χ月Ҏ্͚͋ͯ̎ճ઀छͨ͠ޙɺ̍ ճ໨͔Β̒Χ月Ҏ
্͚͋ͯ̍ճ


（※1）令和６年３月31日までに接種を開始している方のみ対象。
【注意】四種混合ワクチンは、生産終了に伴い接種できなくなりました。接種機会を逃してしまった方は個別に健康推進グルー
プにご相談ください。

令和８年10月号 2026年10月号1� 1�



健康情報
住民課 健康推進グループ　☎26-7871
（総合ケアセンターゆくり内）

子宮頸がんを予防・早期発見しましょう今月のテーマ

11
月
は
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
啓

発
月
間
で
す
。
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）の
子
宮
頸
が
ん
撲
滅
活

動
の
開
始
を
き
っ
か
け
に
、
毎
年

こ
の
時
期
に
世
界
各
地
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
が
、
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
の

テ
ィ
ー
ル
ブ
ル
ー
（
濃
い
青
緑
色
）

に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
で
は
、
毎
年
約
１
万
人
を

超
え
る
女
性
が
新
た
に
子
宮
頸
が

ん
と
診
断
さ
れ
、
約
３
０
０
０
人

が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

が
ん
に
罹
患
す
る
人
は
近
年
、
増

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
て
、
日

本
人
の
２
人
に
１
人
は
が
ん
と
診

断
さ
れ
て
い
ま
す
。
が
ん
の
予
防

と
早
期
発
見
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。

「
子
宮
頸
が
ん
」
と
は
？

子
宮
頸
が
ん
は
子
宮
の
入
口

（
頸
部
）
に
で
き
、
特
に
20
〜
30

代
の
若
い
世
代
で
急
増
し
て
い
ま

す
。
主
な
原
因
は
、「
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）」

の
感
染
で
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
性
交
渉

で
誰
も
が
感
染
し
う
る
ウ
イ
ル
ス

で
、
生
涯
で
一
度
は
感
染
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
は
免
疫

に
よ
っ
て
自
然
に
排
除
さ
れ
ま
す

が
、
ウ
イ
ル
ス
が
定
着
し
続
け
る

と
、
が
ん
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
初
期
に
は
自
覚
症
状
が
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
発
見
で

治
療
が
し
や
す
く
、
予
後
が
良
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
発
見
が
遅

く
な
る
ほ
ど
心
身
の
負
担
は
大
き

く
、
妊
娠
や
出
産
に
影
響
し
、
最

悪
の
場
合
は
死
に
至
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
気
に
な
る
症
状
が
あ
る

場
合
は
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

子
宮
頸
が
ん
の
予
防

早
期
発
見

〇
が
ん
の
発
症
を
防
ぐ
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
食
品
を
バ
ラ
ン
ス

良
く
取
る
こ
と
を
心
掛
け
、
１
日

30
分
程
度
の
適
度
な
運
動
を
週
に

２
〜
３
回
以
上
行
い
、
禁
煙
、
節

酒
、
十
分
な
睡
眠
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

〇
早
期
発
見
の
た
め
に

２
年
に
１
度
、
が
ん
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
検
診
は
、
子
宮
頸

部
か
ら
採
取
し
た
細
胞
を
観
察
す

る
も
の
で
、
待
ち
時
間
を
含
め
約

30
分
〜
１
時
間
程
度
で
す
。
検
診

時
は
、
下
衣
を
脱
い
で
内
診
台
に

上
が
り
ま
す
が
、
腹
部
か
ら
カ
ー

テ
ン
等
で
仕
切
ら
れ
る
の
で
医
師

や
看
護
師
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
検
査
は
、
チ

ク
ッ
と
し
た
わ
ず
か
な
痛
み
で
、

痛
み
を
感
じ
な
い
方
も
い
ま
す
。

※
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
予
防
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
、
小
学
６
年
生
か
ら
高

校
１
年
生
の
女
子
が
対
象
で
す
。

（
町
で
は
標
準
的
な
接
種
期
間
で

あ
る
中
学
１
年
生
に
個
別
案
内
を

送
付
し
て
い
ま
す
）

柿
かきざき

崎 瞳
ひとみ

担  当
保 健 師厚真子育て支援センター ☎27－2438　ژொ1�2ʢ͜Ͳ΋ԂͭΈ͖ʹซઃʣ

厚南子育て支援センター ☎28－3155　্ްਅ2��Ȃ�ʢٶͷ৿͜Ͳ΋Ԃʹซઃʣ
ԉηϯλʔ·ͰࢧҭͯࢠΈ͸ձ৔ͱͳΔࠐͳͲͷਃ͠࠲ߨ˞

ਃ͠ࠐΈɾ໰͍߹Θͤɾ༧໿ɾ૬ஊ

·自由開放
月曜～金曜日９時～12時/13時～15時
·サークル活動（予約制）
月曜～金曜日　13時～15時

地域子育て相談機関〔要予約〕
月曜～金曜日 15時～17時

皆さんの子育てに
親身に寄り添いサポートします。

11月のよてい
子育て支援センター

子育て講座  フラワーアレンジメント
内　容： お好みのお花を選んでアレンジを楽しみます。
日　時：11月５日（木）10時～11時
場　所：厚南子育て支援センター
参加費：1000円（材料費）
申し込み：10月29日（木）まで
子育て講座  親子スキンタッチ
内　容：�᭥͕ࢣپ఻͑ΔεΩϯγοϓ݈߁๏ΛڭΘΓ·͢ɻ
日　時： 11月17日（火）10時～11時
場　所：厚真子育て支援センター
持ち物：バスタオル　申し込み： 11月10日（火）まで

ＬINEで予約

〔新規入園園児〕
①支給認定申請書兼こども園利用申込書
②就労証明書など（2号・3号認定）
③アレルギーに関する調査票

・上記以外にも書類の提出が必要になる場合があります。
・ 必要書類はこども園でも配布しています。町ホームページからも

ダウンロードできます。※すべての書類がそろい次第、提出してください。
住民課 子育て支援グループ（総合ケアセンターゆくり内）☎26–7872
※上厚真支所と各こども園でも申し込み書類を受け付けます。

〔継続利用園児〕
①現況届
②就労証明書など（2号・3号認定）

こども園を利用するには、支給認定の申請が必要です。
対象年齢は令和９年４月 1 日現在となり、認定区分で内容や利用時間が異なります。

10月19日（月）から11月20日（金）まで

認定について

募 集 期 間
※支給認定証の交付および入園決定通知は12月下旬に送付する予定です。
※園児の面談および入園説明会などは入園決定後に各こども園で行います。
※令和８年度から継続して利用する場合の提出書類は各こども園から配布します。

右記の「保育の必要な事由」
に保護者全員が該当すると
認められる場合に、保育を
受けることができます。事由
により保育の必要量（利用で
きる時間）が判定されます。

保育の必要な事由と
保育の必要量について

อҭͷඞཁͳࣄ༝ ඪ४࣌ؒೝఆ ୹࣌ؒೝఆ
ᶃ月ʹ��࣌ؒҎ্ͷब࿑ ʓ ʓ
ᶄ೛৷ɾग़࢈ʢؒظʹҰఆͷ੍͕͋ݶΓ·͢ʣ ʓ
ᶅ࣬පɾෛইɾো͕͍Λ༗͍ͯ͠Δ ʓ
ᶆಉډͷ਌଒ͷհޢɾޢ؃ʢ௕ؒظೖӃ౳ΛؚΉʣ ʓ ʓ
ᶇ਒ࡂɾ෩ਫ֐ɾՐͦࡂͷଞͷ֐ࡂͷ෮چ ʓ
ᶈܧଓతͳٻ৬׆ಈɾۀىͷ४උ ʓ
ᶉबֶɾ৬܇ۀ࿅౳ ʓ ʓ
ᶊࣇಐٮ଴ɾ̙̫ ʓ
ᶋ�ҭۀٳࣇதͰɺ͢ͰʹอҭΛར༻͍ͯ͠Δܧ͍͕ͯࢠ
ଓར༻͕ඞཁͳ৔߹ʢԼͷࡀ͕̎ࢠʹͳΔ月ͷ຤೔·Ͱʣ ʓ

提 出 書 類

提出・問い合わせ

令和9年度　園児募集こども園つみき（公立） 宮の森こども園（私立）

教 育 保 育 　 ※保育の事由に該当する場合
1号認定 ２号認定 3号認定
満３歳以上 満３歳以上 生後６カ月以上満３歳未満

教育標準時間認定
教育時間：8時45分～13時

「保育の必要な事由」に要する時間が１日あたり８時間以上
保育標準時間認定 保育時間：7時30分～18時30分

「保育の必要な事由」に要する時間が１日あたり４時間以上８時間まで
保育短時間認定　　保育時間：8時30分～16時30分､ 9時～17時

町ホームページ

３歳のお子さんの写真を募集しています。
住所、氏名（ふりがな）、生年月日、性別、両親
の氏名（ふりがな）、電話番号を明記の上、ま
ちづくり推進課企画調整グループへ。
〈メール〉kikaku@town.atsuma.lg.jp えまさんこはるさん

਍೔࣌ɿ12月̐೔ʢۚʣݕ
৔ॴɿ૯߹෱ࢱηϯλʔ
ਃ͠ࠐΈకΊ੾Γɿ11月̐೔ʢਫʣ·Ͱ

乳がん・子宮がん検診の申し込みを受け付けています

ொϗʔϜϖʔδ Ҋ಺νϥγ ਃ͠ࠐΈϑΥʔϜ

͸ொϗʔϜϖʔδΛࡉৄ
֬͝ೝ͍ͩ͘͞
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ὸʜి࿩ɹⲸ�ʜ̚ϝʔϧɹⲻʜϗʔϜϖʔδɹ℻  ʜϑΝοΫε 情報ひろば

まちの善意

಩খ຀ࢢຽจԽϗʔϧͰ͍ͯͬߦΔ
ӡస໔ߋূڐ৽࣌ߨशʢ༏ྑʣͷ೔ఔ
Λ͓஌Βͤ͠·͢ɻ͜ͷଞͷߨश೔
ఔʢҰൠɺҧ൓ɺॳճʣʹ ͍ͭͯ͸ɺ
Լه·Ͱ͓໰͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

〔10時30分～11時〕
̐೔ïਫðŊ̑೔ï໦ðŊ̕೔ï月ðŊø÷೔ïՐð
øù೔ï໦ðŊøý೔ï月ðŊøĀ೔ï໦ðŊù÷೔ïۚð
ùý೔ï໦ðŊú÷೔ï月ð

〔13時30分～14時〕
̎೔ʢ月ʣɺ̒ ೔ʢۚʣɺøú೔ʢۚʣɺøþ೔ʢՐʣ
ùü೔ʢਫʣ

�ʢҰࣾʣ಩খ຀஍۠ަ௨҆શڠձ
ὸ01��ô��ô1���

1 1月

運転免許証
更新時講習

社会福祉協議会への寄付

町税・保険料
今月の納期

ॅຽ՝�੫຿άϧʔϓɹὸ26Ȃ���1
෱ࢱάϧʔϓɹὸ26Ȃ���2

ʢ૯߹έΞηϯλʔΏ͘Γ಺ʣ

Պ໨ ொ ಓ ຽ ੫ʢୈ̎ظʣ
հ ޢ อ ݥ ྉʢୈ̏ظʣ

ೲظ 11月̎೔ʢ月ʣ

北
海
道
内
の
事
業
場
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
（
会
社
員
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
、

学
生
さ
ん
な
ど
働
く
す
べ
て
の

人
）
お
よ
び
そ
の
使
用
者
に
適

用
さ
れ
る
北
海
道
最
低
賃
金
が

次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
北
海
道
最
低
賃
金

時
間
額
１
１
３
１
円

■
問
い
合
わ
せ

北
海
道
労
働
局
最
低
賃
金
係

（
☎
０
１
１
–
７
０
９
–
２
３

１
１
、内
線
３
５
３
３
）

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
見
学
会

■
日
時

ø÷
月
ùü
日（
日
）øú
時
ú÷
分
〜

øü
時
ú÷
分

■
場
所

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
（
砂
川
市
焼
山
ý÷
番
地
）

■
対
象

特
別
支
援
学
校
、
高
等
学
校

等
の
在
校
生（
学
年
不
問
）お
よ

び
保
護
者
、
教
員
、
障
が
い
の

あ
る
求
職
者
、
障
害
者
就
労
支

援
機
関
の
方

■
申
込
方
法

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
み

■
申
込
締
切

ø÷
月
øĀ
日（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
訓
練
課（
☎

０
１
２
５
–
üù

–
２
７
７
４
）

み
ん
な
チ
ェ
ッ
ク
！

最
低
賃
金

˞ड෇ؒظ͸క੾೔ඞண
߹ͳΔ৔ʹߋมʹٸ೔ఔ͕ݧࢼ˞
͕͋Γ·͢ɻ
■一般曹候補生
応募資格▶1ࡀ�Ҏ্ࡀ��ະຬ
ʢ�2ࡀ͸ཁ࿈བྷʣ
受付期間▶11月20೔ʢۚʣ·Ͱ
試験日程▶11月2�೔ʢ౔ʣʙ12月
̒೔ʢ೔ʣͷ̍೔
試験科目▶චݧࢼهʢޠࠃɺ਺ֶɺ
ӳޠɺ࡞จɺదੑࠪݕʣ
■２等陸曹海空士任期制自衛官）
応募資格▶1ࡀ�Ҏ্ࡀ��ະຬ
ʢ�2ࡀ͸ཁ࿈བྷʣ
受付期間▶10月1�೔ʢՐʣʙ11月
̑೔ʢ໦ʣ
試験日程▶චݧࢼهʜ11月10೔
ʢՐʣ·ͨ͸11೔ʢਫʣʗޱड़ݧࢼɾ
਎ମࠪݕʜ11月1�೔ʢ೔ʣ·ͨ͸
16೔ʢ月ʣ

試験科目▶චݧࢼهʢޠࠃɺ਺ֶɺ
ࣾձɺ࡞จɺదੑࠪݕʣ
■防衛大学校学生（一般）
応募資格▶令和̕年̐月̍೔ࡏݱ
Ͱ1ࡀ�Ҏ্21ࡀະຬ
受付期間▶10月1�೔ʢ໦ʣ·Ͱ
試験日程▶ୈ̍࣍ݧࢼʜ10月�1
೔ʢ౔ʣ
試験科目▶චݧࢼهʢཧֶ޻ʜӳ
ɺ਺ֶɺཧՊʗਓจɾࣾޠ ձՊֶʜ
ɺ਺ֶɺࣾޠɺӳޠࠃ ձ
■高等工科学校生徒（一般）
応募資格▶令和̕年̐月̍೔ࡏݱ
Ͱ1ࡀ�Ҏ্1ࡀ�ະຬ
受付期間▶令和̕年1月1�೔ʢ໦ʣ
·Ͱ
試験日程▶ୈ̍࣍ݧࢼʜ令和̕年
̍月2�೔ʢ౔ʣ·ͨ͸2�೔ʢ೔ʣ
試験科目▶චݧࢼهʢޠࠃɺࣾ ձɺ
਺ֶɺཧՊɺӳޠʣ

自衛官募集 ࣗӴୂࡳຈ஍ํྗڠຊ෦಩খ຀ग़ுॴ
ὸ01��ôú2ô��2�

住宅用火災警報器を設置しましょう

໰͍߹Θͤɹ୾ৼ౦෦ফ๷૊߹ফ๷ॺްਅࢧॺɹὸ26Ȃ�11�

ॅ୐༻Րܯࡂใثͷઃஔ͸ɺফ๷๏Ͱٛ຿͚ͮΒΕ͍ͯ·͢ɻொ಺ͷઃஔ཰͸
８月຤࣌఺Ͱશੈଳ਺ͷ��ˋͰ͢ɻ୾ৼ౦෦ফ๷૊߹ফ๷ॺްਅࢧॺ͸ɺະ
ઃஔͷॅ୐΁ͷීٴɾଅਐͷऔΓ૊Έͱͯ͠ɺްਅொʹ͢ॅډΔ6ࡀ�Ҏ্ͷ
ΈͷੈଳΛର৅ʹɺॅ୐༻Րܯࡂใثऔ෇අ༻څ෇ۀࣄΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ

େن໛ͳ஍਒΍ཕӍͳͲʹΑͬͯɺఀి͢Δ͜
ͱ͕͋Γ·͢ɻ৔߹ʹΑͬͯ͸ɺ෮ޙچͷ௨ి
Ͱɺଛইͨ͠ిؾ੡඼΍഑ઢͳͲ͔Βग़Ր͢Δ
ʮ௨ిՐࡂʯʹ ͳΔ͜ͱ΋͋Γɺ஫ҙ͕ඞཁͰ͢ɻ
ฏ੒2�年̏月11೔ͷ౦೔ຊେ਒ࡂͰൃੜͨ͠

Րࡂͷ͏ͪɺಛఆ͞ΕͨݪҼͷա൒਺Λʮ௨ి
Րࡂʯ͕઎Ί͍ͯ·ͨ͠ɻ஍਒ൃੜޙ͸ɺಛʹ
஫ҙ͕ඞཁͰ͢ɻిؾίʔυʹഁଛ΍ҟৗ͕ͳ
͍͔ͳͲΛ఺͠ݕɺආ೉͢Δ৔߹͸Մೳͳൣғ
ͰϒϨʔΧʔͷεΠονΛ੾ΔΑ͏ʹ৺ֻ͚ͯ
͍ͩ͘͞ɻ

地震で起きやすい火災

໰͍߹Θͤɹ͜Ϳ͠ͷ౬͋ͭ·ɹὸ26ô�126

イベントカレンダー 11月
毎週日曜 ちびっこデー▷খֶੜ͸ελϯϓ2ݸ
毎週月曜 シルバーデー▷6ࡀ�Ҏ্͸ϙΠϯτ̏ ഒ
毎週火曜  メンズデー▷உੑ͸ελϯϓ2ݸ
毎週水曜   高齢者無料入浴券の日▷ொަ෇ͷແྉ݊ར༻Ͱ

Ϩετϥϯͷϔϧγʔηοτ͕ÿĀ÷ԁ þɣ÷÷ԁ
毎週木曜  レディースデー▷ঁੑ͸ελϯϓ2ݸ
毎月26日  風呂の日▷ொຽ͸ೖཋແྉʢཁ਎෼ূ໌ॻʣ
˞ର৅֎ͷํ͸ϙΠϯτ̏ ഒɺελϯϓ̎ݸ
2と6のつく日 ▷ϙΠϯτ�ഒʢ෩࿊ͷ೔Λআ͘ʣ
5のつく日 ▷ொަ෇ͷແྉ݊ར༻ͰϙΠϯτ̑ 倍

日 月 火 水 木 金 土
1 2 �ഒ 3 4 5 2ഒ 6 �ഒ 7
ͪͼͬ͜ ϝϯζ ݊ऀྸߴ ϨσΟʔε
8 9 10 11 12 �ഒ 13 2ഒ 14
ͪͼͬ͜ γϧόʔ ೔ؗٳ ݊ऀྸߴ ϨσΟʔε
15 16 �ഒ 17 18 19 20 21
ͪͼͬ͜ ϝϯζ ݊ऀྸߴ ϨσΟʔε
22 �ഒ 23 24 25 2ഒ 26 27 28
ͪͼͬ͜ γϧόʔ ϝϯζ ݊ऀྸߴ ෩࿊ͷ೔
29 30
ͪͼͬ͜ γϧόʔ

˞Πϕϯτ͸༧ࠂͳ͘ม͢ߋΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ

いきいきサポートサロンは、65歳以上の皆さんの健康増進・介護予防・生きがい活動を行う場所です。
バスの待ち合いや、ちょっと寄って知人とお話ししたい時など、自由に利用できます。
月間予定表を見て、参加してみたい活動等がありましたら、お気軽にお越しください。趣味のサ

ークルで利用を希望の方もご連絡ください。また、65歳以下の方もボランティアとして共に活動し
ませんか？人生の先輩から知恵と技術が学べます。

ްਅொ͍͖͍͖αϙʔταϩϯ
����ொ��ɹὸ2�ʵژ

։์࣌ؒ⾣月༵ʙ༵ۚ೔�࣌̕�0෼ʙ1�࣌
ແྉਫ෼ิڅΧϑΣίʔφʔ⾣月༵ʙ໦༵೔࣌̕�0෼ʙ1�࣌

介護予防体操〔10時～11時〕ετϨονɺ༗ࢎૉӡಈɺ೴τϨ
୲౰ɿڮߴ�ଜ্ݪֿ�ੁ�࡚ࢁ�
介護予防体操〔10時～11時〕ҜࢠϤΨͳͲ
୲౰ɿ൘֞�౻Ҫ
趣味の活動〔13時～15時〕

ババカフェ〔10時～15時〕ऀྸߴͷօ͞Μओ࠵ͷΧϑΣ

月・木
火
水
金

いきいきサポートサロンに参加しませんか？

月 Ր ਫ ໦ ۚ
2 ̏ � � 6
� 10 11 12 1�
16 1� 1� 1� 20
2� 2� 2� 26 2�
�0

11
月
の
よ
て
い

Đ110ΧϑΣ
Ճऀืूࢀ

͍ͬΆ ʮĐ110ΧϑΣʯ͸ްਅொͷνϟϨϯδΛԠԉ͢ΔจԽΛொશମ
Ͱҭ͍ͯͨͱ͍͏͍ࢥΛ࣮͢ݱΔͨΊͷऔΓ૊Έͱͯ͠ελʔτ
͠·ͨ͠ɻ
ްਅொ಺ͷํʑ͕ࢀՃ͠ɺʮ΍Γ͍ͨʂʯʮ΍ͬͯΈ͍ͨʂʯΛίʔ
ώʔ΍͓஡ΛยखʹΏͬͨΓޠΓ߹͏৔Ͱ͢ɻ
͍ͩͨ༺׆৔Ͱ͸͋Γ·ͤΜɻࣗ༝ʹ࿩ͤΔ৔ͱ͍ͯۤ͠͝͠ݎ
͚·͢ɻ
ࣗ෼ͷʮ͖޷ʯ΍ʮಘҙʯΛ͔ͯ͠׆Կ͔Λ࢝Ί͍ͨํ͸ͥͻ͓ܰؾ
Ճ͍ͩ͘͞ɻࢀ͝ʹ

 コミュニティスペースイチカラ
（旧吉岡ふとん店）
無料
希望する日程を調整します

·ͪͮ͘Γਪਐ՝�੓ࡦਪਐάϧʔϓ
ὸ2�ʵ�1��

ΈϑΥʔϜ͔Βࠐ๬ͷํ͸·ͣ͸ਃ͠رՃΛࢀ
ඞཁ߲ࣄΛ͓஌Β͍ͤͩ͘͞ɻ
ͦͷޙɺࣄ຿ہΑΓ࿈བྷ͍͖ͤͯͨͩ͞·͢ɻ

୭͔ͷʮҰาʯΛԠԉ͢ΔऔΓ૊ΈͰ͢

ਃ͠ࠐΈϑΥʔϜ

参加費

場　所

日　時
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大
阪
府
吹
田
市
の
出
身
で
、
香
川

県
の
大
学
を
卒
業
し
て
海
上
自
衛
隊

に
入
隊
。
佐
世
保
基
地
に
配
属
さ

れ
、
約
４
年
間
、
護
衛
艦
で
戦
闘
情

報
な
ど
を
収
集
す
る
任
務
に
就
き
ま

し
た
。「
た
ま
た
ま
職
探
し
で
自
衛

隊
地
方
協
力
本
部
を
訪
ね
た
時
、
丁

寧
に
教
え
て
く
れ
た
の
が
海
上
自
衛

隊
の
方
で
し
た
。
話
を
聞
く
う
ち
に

興
味
が
湧
き
、
試
験
を
受
け
ま
し
た
」

と
懐
か
し
み
ま
し
た
。
緊
迫
し
た
状

況
に
は
遭
遇
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

非
常
招
集
さ
れ
南
シ
ナ
海
へ
の
緊
急

出
航
、
半
年
に
わ
た
り
海
賊
船
か
ら

民
間
タ
ン
カ
ー
を
守
る
イ
エ
メ
ン
共

和
国
・
ア
デ
ン
湾
で
の
護
衛
な
ど
も

経
験
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
水
先
案
内
人
の
仕
事
を

知
り
、
下
関
市
に
拠
点
を
置
く
船
舶

会
社
に
就
職
し
て
国
家
資
格
の
取
得

を
目
指
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
３
カ

月
海
に
出
て
１
カ
月
休
み
と
い
う
生

活
で
、
資
格
取
得
へ
の
情
熱
は
次
第

に
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
。「
大
学
時
代
に

学
ん
だ
経
営
学
を
活
か
す
た
め
、
陸

上
の
仕
事
に
就
こ
う
」と
大
学
院（
法

学
部
）
に
進
学
し
、
２
年
か
け
て
税

理
士
の
資
格
を
取
り
ま
し
た
。
農
家

の
経
理
や
税
務
な
ど
を
通
じ
て
農
業

が
身
近
に
な
り
、
就
職
フ
ェ
ア
で
で

き
た
縁
か
ら
、
厚
真
で
働
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。「
５
月
に
引
っ
越
し
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
す
。

毎
日
が
楽
し
い
で
す
」。

趣
味
は
料
理
と
読
書
。
解
剖
学
者

で
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
の
養
老
孟

司
さ
ん
に
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

計
算
ど
お
り
に
な
ら
な
い
の
が
人
生

で
、
自
分
を
見
つ
め
自
然
の
流
れ
に

身
を
解
き
放
つ
こ
と
を
意
識
し
て
い

ま
す
。
澄
ん
だ
空
気
、
ゆ
っ
た
り
感

じ
る
夜
の
厚
真
の
景
色
が
、
日
々
心

を
磨
き
ま
す
。

「
優
し
さ
に
包
ま
れ
た
恵
ま
れ
た

職
場
。
誰
か
ら
も
頼
ら
れ
る
職
業
人

に
な
る
の
が
、
今
の
目
標
で
す
」

海
上
自
衛
隊
や
船
会
社
、
税
理
士
と
異
色
の
経
歴
を
も
ち
、

６
月
か
ら
と
ま
こ
ま
い
広
域
農
協
購
買
部
機
械
燃
料
課
の
厚

真
農
機
車
両
セ
ン
タ
ー
で
働
き
始
め
ま
し
た
。
先
輩
の
仕
事

ぶ
り
か
ら
技
術
を
学
び
、
刈
り
払
い
機
な
ど
小
型
機
械
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
農
家
さ
ん
に

頼
っ
て
も
ら
え
る
存
在
で
あ
り
た
い
」。
勤
務
先
を
訪
ね
、

話
を
聞
き
ま
し
た
。

とまこまい広域農協厚真農機車両センター

廣
ひろせ
瀬 文

ふみあき
昭さん 

Vol .78

優しい先輩に学び“縁の下の力持ち”に

厚真で暮らす人、働く人、応援してくれる人、訪れる人・・・
みんな、みんな、
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